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序

福岡市西郊に広がる早良平野に位置する野方地域は、西方の糸島平野と往来する

古代の幹線道路が通っていたとされるなど、歴史的にみて重要な位置にある地域で

す。埋蔵文化財についても、史跡野方遺跡を始めとした多くの重要な遺跡が立地し

ています。

福岡市では、工事等により現状での保存が不可能となった埋蔵文化財について、

記録による保存を図ることとし、そのための発掘調査を行ってきました。本書は、

この目的で西区野方六丁目地内において実施した、野方平原遺跡第 3次調査の報告

書として刊行するものです。

本報告の刊行は、関係各位の埋蔵文化財に対する深い御理解と御協力の結果であ

ることをここに記し、心よりお礼申し上げます。また、本書が早良平野の歴史につ

いて理解を深めるための資料として資するところがあれば幸いです。

平成29年3月27日
福岡市教育委員会
教育長   星 子 明 夫
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はじめに
1 本書は、2015（平成 26) 年度、福岡市西区野方六丁目地内において福岡市教育委員会がおこなっ
た、野方平原遺跡第 3次調査の報告である。ただし、先の 2回の調査は、隣接する別遺跡 (594 打ヶ
浦遺跡 ) について行われた調査に対する呼称であることがわかり、野方平原遺跡についての調査は、
今次調査が最初となる ( 福岡市埋蔵文化財調査報告書第 729 集『野方平原遺跡』2002 年 )。
2 発掘調査は、福岡市教育委員会が文化財保護法第 93条に基づく届け出を受け、埋蔵文化財保存
についての協議を行った結果、事業者の委託により、記録保存を目的として、経済観光文化局文化
財部埋蔵文化財調査課 ( 当時、平成 28年度埋蔵文化財審査課を併せ埋蔵文化財課、以下同じ ) が
実施したものである。発掘調査は、土地所有者および株式会社ネッツを始めとした関係各位のご理
解とご協力のもと、円滑に遂行することができた。この場で深く感謝申し上げる。
3 発掘調査及び報告は、 杉山富雄 ･山本晃平が担当した。
4 出土資料および調査記録は、福岡市埋蔵文化財センターで収蔵管理し、利用に供する予定である。

凡例
1 位置の記録は、国土座標 ( 世界測地系 ) に依った。
2 図中に用いる方位は国土座標の座標北である。
3 報告中の遺構 ･遺物番号は、それぞれ登録番号を用い、調査現場での記録から整理、収蔵まで
一貫して管理し、台帳 ･実測図 ･日誌等調査記録に記載した情報と極力関連づけておくことに努め
た。記述中必要に応じて、遺構には ｢M｣、遺物には ｢R｣ を付した登録番号を用いた。
4 文中、遺物の分量は、秤量したものではなく、調査に用いた容器 ( ポリ袋 ) を単位とした目分量

による記述である。そのおおよその分量は以下のようになる。小ポリ袋：0.5ℓ以下、中ポリ袋：

小ポリ袋以上、1.5ℓ程度まで、大ポリ袋：中ポリ袋以上 4ℓ程度まで。以上は遺物用コンテナを

単位とするが、今回調査ではそのような分量で遺物を出土した遺構、部位はなかった。

事 業 地 面 積 調 査 対 象 面 積 調 査 面 積

調 査 略 号

分布地図番号

調 査 期 間

調 査 地 籍

遺跡調査番号 1 5 2 2

1 0 4

N K H - 3

福岡市博西区野方六丁目577番3,578番3,580番1

1,610 ㎡ 330 ㎡ 361 ㎡

2015 (平成 25）年 9 月 2 日 ～ 2015 (平成 25 ) 年 10 月 20 日
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 野方平原 3次調査区位置図 (1：2000)
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1 野方平原 3 次調査の概要
(1) 発掘調査の経緯  

埋蔵文化財事前審査 2015(平成25)年3月22日付けで福
岡市西区野方六丁目 577 番 3ほか地内における宅地造成計
画に伴い、当該地の埋蔵文化財の有無について福岡市教育委
員会宛て照会があった。当該地は野方平原遺跡内に所在する
ことから、4月 22 日文化財部埋蔵文化財審査課 ( 当時 ) が
確認調査を実施した。その結果、対象地内に埋蔵文化財が遺
存することを確認した。これを受けて、設計変更等による埋
蔵文化財の現状での保存を検討した。しかし、掘削範囲が埋
蔵文化財への影響を避けることができないものであることが
判明したことから、事業者の理解と協力を得て、記録保存の
ための本発掘調査を実施することとなった。
発掘調査 発掘調査は土地所有者からの委託を受け、
野方平原遺跡第 3次調査 ( 以下、野方平原 3次調査とする )
として、埋蔵文化財調査課 ( 当時 ) が担当することとなった。

33°34′

13
0°

19
′

0   1㎞
 1：50000  

調査対象範囲は、先の確認調査により遺構が分布するとされた範囲とし、2015( 平成 27) 年 9 月 2
日現場作業に着手した。結果として、遺構の分布にしたがって一部を拡張したことから、361㎡につ
いて調査を行い、10月 20 日発掘作業を完了した。調査による出土遺物は、土器 ･石器類の他金屬
製品を含め、コンテナ 3箱分の分量となった。

(2) 野方平原 3次地点の立地と周辺の調査  
遺跡の立地 野方平原遺跡は、早良平野の西縁部、脊振山地から分岐して長垂へ至る山地の東面
山麓、野方地域に位置する。山地は、野方から今宿平野まで北西に伸びる断層に沿い、その両端から
奥深く進入した谷により切断されたような地形となっている。この地形は、古くから幹線道路として
利用が行われており、古代官道、駅の立地が想定されている。現状では見る影も無いが、旧地形図を
みると、その中央部から、山地地形が放射状に広がる複雑な樹枝状の谷により開析され、丘陵が放射
状に広がっていたことが判る。
野方平原遺跡は、そのような地形の末端部にあたり、早良平野に向かい東方に突出した、広い中位

段丘上に立地している。調査地周辺は、旧来の集落の範囲にあり、比較的原状を保っている。雑木林
となっていた調査地は、段状の改変を受けながらも東へ向かい緩く傾斜する地形をなお留めている。
周辺の調査 今次調査は、野方平原遺跡 3次調査とするが、本遺跡における最初の調査である。
前 2度の調査は、南に隣接する打ガ浦遺跡について実施したものである。2地点は隣接し、弥生時代
後期から古墳時代初頭にかけての遺構が出土した。広い谷を隔てた南方の中位段丘面上に立地する野
方中原遺跡では、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての大規模な集落が広がっていたことが確認
された。同様な集落が、野方久保遺跡に及ぶことが考えられる (1 次 ･4 次調査 )。また、野方久保遺
跡では弥生時代前期末から中期にわたる 棺墓地の分布が確認されている (2 次 )。野方平原遺跡の北
に並ぶ丘陵端部には、中位段丘が分布し、コノリ遺跡群では、大規模開発による破壊が著しいものの、
弥生時代中期後半に始まり、後期から古墳時代初頭を中心とした時期の集落が立地しているほかに、
古墳時代後期集落、奈良時代の遺物が顕著に見られ、製鉄との関連も示唆されている。

 野方平原 3次調査地位置図 (1：50,000)
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図 3 調査区全景 ( 上方が北 )
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2 野方平原 3 次調査の記録
(1) 発掘調査の概要
調査地の景観
野方平原 3次調査地は、前章立地の項で触れたように、東に向かい舌状に伸びる中位段丘上に立地

している。1969 年作成の地形図をみると、北と南にそれぞれ谷を隔てて、同様な地形がそれぞれ北
東方向、東方向に伸びている。このうち、今回調査地が位置する中央と北の段丘部が野方平原遺跡の
範囲となる。南の段丘部は周辺の低地も併せて打ガ浦遺跡の範囲となっている。
調査地の現状は、西から南へ下る傾斜地となっている。1969 年図をみると、更に一段上がって丘陵
末端との接続位置に、果樹園として利用されている広い平坦地があり、この位置までが段丘面であっ
たと見える。その位置まで、中央段丘北側の谷が延び、南西方向に回り込んでいる。
調査は、幅広い段丘面の北縁肩部に接し、段丘面の北半部を占める位置にある。南半部及び東側は、

平原集落として宅地に造成、利用されてきた。調査地は、西辺部で標高 19.5 ｍ、東辺部へ比高 4.5
ｍ程下る緩斜面である。更に地内の地形は、3段の緩斜面に分けることができる。各斜面間には 1ｍ
程度の段差がある。西の上段斜面から中央の中段斜面に向かう段差は明瞭である。中段から下段に向
かっては急斜な傾斜地となっている。
発掘調査の経過
調査地について、確認調査の結果、遺構が上記中段の緩斜面の東辺部に寄って分布するものと判断

し、中段緩斜面の東縁部、下段緩斜面に向かう急傾斜地の肩部から西へ調査区を設定した。

図 5 調査地全景 ( 上方が南 )
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図 6 調査区全景 ( 北から )

図 7 調査区南半部 ( 西から )
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表土鋤取りは重機を用い、調査区東辺部から着手した。調査面は地山段丘礫層面とした。調査区北

辺と東辺については、降雨による汚濁水流出を防ぐため、外周に土手を残した。表土鋤取りを西へ進
め、遺構の分布の途切れる位置まで表土を鋤取った。
調査面では、調査区東辺部に沿ってＬ字状に分布する包含層を検出した他は、大小の柱穴、土壙が

調査区中央部を中心に分布していることがわかった。多くの柱穴は、地山土を用いて埋めており、し
ばしば柱痕跡のみを確認することがあった。このため、日を置いて乾燥状態の変化した時点で、改め
て確認作業を行うなどして柱穴の検出に努めた。
記録の方法

調査にあたり、近隣の既知点に依り、国土座標系に沿った調査区画を設定し、平面図の記録、遺物
出土位置の記録に用いた。各区画について、座標系の 1㎞区画を 10等分して 100 ｍ区を設定、更に
それを 10等分して 10ｍ区とし、更に 5等分して 2ｍ区とした。
各区画は座標南東隅を基準として、Y軸 ( 西 ) 方向の各区画の順番号を上の桁、X軸 ( 北 ) 方向の順
番号を下の桁に組み合わせて 2桁で表記した。
今回調査では、調査地を含む 1㎞区は南東隅基準点の座標がX=62,000、Y= － 64,000 となる。100

ｍ区は同様に区内の西へ 3列目の北へ 4段目にあることから、34区となる。記録上は、調査区画を
示す ｢G｣ に続けて ｢34 －｣ 以下 10ｍ区 (2 桁 )･2 ｍ区 (2 桁 ) を続けて表記し、出土区画を記録した
( 例 G34-4631、南東隅基準点はX=62,350、Y=-64,224)。 
現場での遺物取り上げに際して、取り上げた遺物の単位に対して遺物番号を付し、( 現場 ) 台帳に

登録した。整理に際しては、その番号を登録遺物番号として利用し、さらに個体として抽出したもの、
接合のため抽出したものについては新規に採番し、これも登録遺物番号に加え、抽出元番号の付加に
より遺物出土情報の整合性を保つこととしたうえで、遺物収蔵台帳のための原簿とした ( 整理台帳 )。
今回調査では、現場で取り上げた遺物 346 件、整理の過程で追加登録したものを加えると 558 件と
なる。
遺構は、内容に関わらず連番で登録した。小穴は遺物を出土したもののみを登録した。柱穴等、遺構

の構成要素となる遺構についてもこの系列で登録し、両者の関係を台帳に記録した。登録遺構は、撹
乱等も含め 252 件、更に他遺構を構成要素とする遺構 6基となる。
遺物への注記、図面等記録類の記述に際しては、先述したように、必要に応じて遺構には「M」、遺

物には「R」を付し、番号の意味を示した。
(2) 野方平原 3次調査出土の遺構と遺物
出土遺構と遺物の概要

野方平原 3次調査では、遺構分布範囲について調査を行った。調査区は東へ下る緩い緩斜面であり、
東辺部では一段下る急斜面が認められた。調査区は西辺部中央で標高17.3ｍ、東辺部中央で標高16.2
ｍとなり、東西間の比高は約 1ｍ程となる。遺構は、調査区の周縁部では希薄となる。西方へは特に
顕著であり、調査区をもって遺構分布の西限ととらえた。上記した総数のうち、柱痕跡を認めたもの、
掘立柱建物等の構成要素となるものを柱穴とし、それ以外の小形の掘方をもつ遺構を小穴と記録した。
柱穴 72基、小穴 130 基を記録したが、作業の進行上、遺物出土のなかったものは台帳に登載できな
かった。柱穴から掘立柱建物 4棟を復原できた。このうち、3棟は調査区北半部に重複 ･隣接して位
置し、1基は離れて南半部に位置する。土壙は 12基を登録した、土器を投棄するもの、焼土壙とす
るものがある。また、段落ちとそれを埋める包含層を調査した。竪穴住居の一部かと思われる遺構も
検出した。
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図 8 段落ち 1･ 凹地 2 (1：80) 

遺構から、主として弥生時代後期、奈良 ･平安時代の土器が出土した。大半の土器は、細片資料と
して遺存していたが、土壙中に投棄されたような出土状態を示すもの、小穴 ( 柱穴 ) 中に埋置された
ような出土状態を示すものを複数確認した。出土遺物には少数であるが、陶磁器が混じる。
以上のほか、金銅製品、鉄製品、玉類が極少量出土した。石器類には縄文時代の石鏃のほか、砥石、

敲石等の器具類も出土した。遺物の出土状況は、各遺構覆土に少量ずつ含まれることが殆どで、先述
したように総量としてはコンテナ 3程の出土であった。
以下、段落ち ･凹地、掘立柱

建物、柱列、竪穴住居状の遺構、
土壙、小穴の順に遺構と出土遺
物を、次いで採集 ･表土出土遺
物、土製品 ･石器類を報告する。
本文中に掲載しない遺構も含め、
遺物構成を表1～3に記す。報
告遺物の詳細は表4～7に記す。

段落ち1･凹地2 (図8･10)
調査区北半部の南辺斜面に掛

かる場所、G34-46 区に位置す
る。表土鋤取り時、調査区北壁
から南方向に狭くなりながら帯
状に広がる包含層として検出し
た(段落ち1として調査)。包含
層はその南端で折れて西へ向か
う部分 ( 凹地 2) と、北辺付近で
やはり北へ広がる部分 ( 不整な
落ち139)とがある。包含層の広
がりは北壁から南へ 9.7 ｍ、壁
際が最も広く幅 2.5 ｍの範囲に
ある。包含層は、暗褐色粘質土
(7.5YR 3/4)が、最も深い部分で
0.1 ｍ程度遺存していた。包含
層を除去すると、その分布の西
縁に沿って部分的に段落ちが検
出され、包含層はそれを埋める
状態で堆積する。また、包含層掘
りあげ時、土壙 (M106 は後述 )、
小穴を検出したが、包含層との
前後関係は不明である。段落ち
は北、南方向へは伸びず、包含
層は調査区の勾配の変化する肩
部に残るような状態を示す。西
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図 9 段落ち 1･ 凹地 2出土遺物 (1：2,1：3) 

0 15 cm
 1：3 

0 5 cm
 1：2 

土壙106                     

包含層2

包含層1

477

456

478

447

479

123
480

493

494

123                        

457

470 (1/2)

401 (1/2)

402 (1/2)

へ広がる部分については、南端部のそれはごく浅い凹地 ( 凹地 2) に残っていたものと観察された。北
端部の広がりは、不整な土壙状の落ち込みとなっている ( 不整な落ち 139)。
段落ち1･凹地2出土遺物 ( 図 9, 表 4)  それぞれの各部から、遺物が散漫に出土した。総量で大
ポリ袋程の分量となった。大半は細片化した土器である。平安時代までの遺物が含まれている。
各部の出土遺物構成は以下のようなものとなる。
〔段落ち 1〕土師器 ( 皿 )、須恵器 ( 蓋、 )、弥生土器。陶器 ( 壷 )。平瓦、鉄釘、鉄滓。
〔凹地 2〕土師器、弥生土器、須恵器、陶器、鉄滓。
〔不整な落ち 139〕弥生土器、土師器 ( 坏ほか )、須恵器。
図 9に段落ち 1、凹地 2出土遺物を示す。

段落ち 1出土遺物   土師器皿、456 は須恵器蓋、447 は である。478 は陶器口縁部で壷か。
457は平瓦細片である。土師質で著しく破損している。401は、鉄製釘断片か。470は、石包丁である。
凹地2出土遺物  479 は土師器 である。
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図10 段落ち1 (南から )

掘立柱建物12 ( 図 11･13 ～ 15)
調査区中央、G34-45･46 区に位置する 2間× 2間の掘立柱建物である。平面形が歪な方形状とな

る。総柱建物の可能性を考えたが、中央に土壙 4が位置し、柱穴は確認できなかった。北側の柱穴が
掘立柱建物 233･264 南妻側の柱穴と重複し、いずれの建物より古い。建物の軸は、北から 16°西へ
振れた方向となる。建物を構成する柱穴は、平面形が不整な円形状となるものが多いが、隅円長方形
状で、より大形のものが混じる。柱穴の平面規模は径 0.6 ｍ当りに集中する。最大のもので、隅円長
方形状の柱穴 72の長さ 0.8 ｍ、幅 0.6 ｍ、最小のもので柱穴 53の径 0.5 ｍ弱を測るものものまでが
ある。柱穴の底面高度をみると、全体として西側より東側が僅かに低い。北西隅の柱穴 61の柱穴底
面は標高 16.7 ｍ辺りにあるが、南東隅の柱穴 39は最も深く、底面が標高 16.5 ｍの位置にある。
建物規模は、北側 ( 柱穴 61－柱穴 77、以下同じ ) で 3.87 ｍ、南側 (13 － 39) は他辺のそれよりも

狭く 3.53 ｍ、西側 (61 － 13) は 3.80 ｍ、東側 (77 － 39) は 3.75 ｍとなる。また、各柱間隔につい
ては、柱痕跡若しくは柱圧痕の残るものについてはその中心点間の距離、それ以外は柱穴中心を基準
としたときの距離を図 11中に示す。
掘立柱建物 12柱穴出土遺物 ( 図 12･44, 表 4)  建物を構成する各柱穴から少量ずつ遺物が出土
した。いずれからの遺物についても土器は細片化し、器表は著しく荒れていることから、大半の資料
について詳細不明。
柱穴 13  堀方、柱痕跡覆土から各少量の土器出土。いずれも詳細不明、弥生土器か。
柱穴 39  堀方：土師器、弥生土器 ( ほか )。 柱痕跡覆土：土器 ( 弥生土器か )、剥片。



11

0 15 cm
1：3

472  (柱穴43)

489  (柱穴77)

図12 建物12柱穴出土遺物 (1：3)
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図11 掘立柱建物 12 (1：50)

柱穴 43  堀方：土師器、弥生土器 ( 壷、器台ほか )。 柱痕跡：土師器、弥生土器、石鍋。
柱穴 53  堀方：土器 ( 詳細不明 )。 柱痕跡：弥生土器 ( ) ほか土器。
柱穴 61  土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 65  堀方：土師器、弥生土器。 柱痕跡：土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 72  堀方：土器 ( 弥生土器 ･土師器か、詳細不明 )。 柱痕跡：土器 ( 詳細不明 )。 埋土上部から、

鉄滓。



12

図14 掘立柱建物 12 ( 北から )

0 1 m
 1：40 

E-W E-W N-S

S-N

S-NW-E

N-S

M61

M5　　　　　　　　　　　　 M65

M43 M38･39

M72･73 M 77

H 17.0 m

H 17.0 m

a
b

a  掘方  地山土団粒。 赤褐色
(2.5YR 4/8)･褐色(7.5YR 
4/6)粘質土(砂混じりシルト)。

b  柱痕跡  粘質土(砂質シルト～
細砂)、にぶい黄褐色。

M72       
a  掘方  団粒状の地山土。明褐色
(7.5YR 5/6) 土ほか混じり。粗砂が
混じる。間 はにぶい黄褐、この
位置では褐色･黄褐色の斑状を呈す
粘土質シルト。

b  柱痕跡  砂質シルト。

M73  
a  掘方 ほとんどが地山土。他の性状
はM72の掘方覆土に同じ。

b  柱痕跡  砂質シルト、灰色味あり。

a
b

 
b

72 73 H 17.0 m

a
b

H 17.0 m

a  掘方上部 団粒状の地山土。褐色 (5YR 4/3)
土が主。粘質土で、土壌化した地山表土層か。

b  掘方下部 団粒状の地山土。明褐色 (7.5YR)
土が主。
※ 断面では、柱痕跡不明瞭。

a

b

H 17.0 m
a

b
c

H 17.0 m

a  掘方 団粒状の褐色 (5YR 
4/3) 粘質の地山土を主とする

b  掘方 団粒状の明褐色
(7.5YR) 地山土が主。

c  柱痕跡  団粒状の褐色粘質土
で地山土混じり。

a
b

a  掘方 大部分が地山土塊(ア)。間 は粘質土が埋める。 
上部はイが半ばを占め、下部はアが大半を占めるよ
うに漸移する。
ア  粘質土  褐色 (7.5YR 4/6) 粗砂混じりシルト。
イ  粘質土  褐色 (7.5YR 4/3) シルト、やや灰色味。

b  柱痕跡 褐色 (7.5YR 4/3) 粘質土で埋まる。間 に白色
細砂層を挟む。

b
b

38
39a

b

c

H 17.0 m

a  掘方上部 団粒状の地山土。間 を褐色
土が埋める。白色細砂が滲みる込む。
礫が投入されている。

b  掘方下部 地山土団粒のみから成る。
c  柱痕跡 褐色土。地山土少量が混じる。
礫･石鍋片等が落ち込んだような状態で
出土。

a a

M39
a  掘方 団粒状の地山土 ( 褐色粘質土 )で

埋める。間 を褐色土 ( 灰色味の粘
質土 ) が埋める。

b  柱痕跡 粘質土 (シルト) 、 灰黄褐色
(10YR 4/2)で、地山土が混じる。下
部は暗赤褐色 (5YR 3/4) 粘質土 ( 地
山土か )。

M38
a  掘方    褐色土 ( 灰色味の粘質土 ) 
と団粒状の地山土 ( 褐色粘質土 )
が混じる。前者がやや多い。

b  柱痕跡     粘質土 (シルト)  灰黄
褐色 (10YR 4/2) 。顕著な団粒
状。

図13 掘立柱建物 12 柱穴土層 (1：40)
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図15掘立柱建物12（東から）

図17掘立柱建物233（北から）
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図16 掘立柱建物 233 (1：50)

柱穴 77  土師器、須恵器 ( 坏 )、弥生土器。
図 12に実測図を示す。石鍋 472 は柱穴 43柱痕跡覆土から、礫とともに出土した。縦型の把手が

付き、その下から屈曲して底部となるように観察される。須恵器 489 は柱穴 77掘方出土である。底
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部の細片で判然としないが、高台が底部縁に位置し体部がそのまま立ち上がる器形とみえる。
遺物は、11世紀代までの資料を含む。
掘立柱建物233 ( 図 16･17)

調査区北半部、G34-46 区に位置する。掘立柱建物 264 と平行し、南妻側の 2基の柱穴が掘立柱建
物 12柱穴と重複して新しい。平面規模は 2間× 3間で、梁行が南北方向を向く。平面形は平行四辺
形状となる。建物の長軸は北から 20°西へ振れる。建物を構成する柱穴は、不整な円形状、隅円方形、
楕円形状と各様である。円形状 ･方形状の柱穴は、径 ･辺 0.4 ｍ～ 0.5 ｍ規模であり、楕円形のもの
でも長さが 0.7 ｍを超える柱穴は含まれない。調査面で柱痕跡を確認できたものが大部分である。柱
穴 240 底面には片側によって一段低い部分がある。柱圧痕か。平側では、柱穴はほぼ一直線に配列す
るが、妻側では両側とも僅かに外方へ逸れた位置に間柱が設置されている。建物の平面規模は、北妻
側で梁行 ( 柱穴 242 ─柱穴 239)3.43 ｍ、南妻側で梁行 (153 ─ 73)3.60 ｍ、東面桁行 (239 ─ 73) で
6.02 ｍ、西面桁行 (242 ─ 153) で 6.13 ｍとなる。また、間柱位置での梁行は北から (241 ─ 238) で
3.51 ｍ、(240 ─ 84) で 3.50 ｍとなる。側柱の柱間は図 16中に示す。
柱穴掘方底面高度をみると、隅柱が間柱より一段低い。また全体として西側柱穴より東側柱穴の底

面が 0.2 ｍ程低い位置にある。
掘立柱建物233柱穴出土遺物 (図44)  建物を構成する各柱穴から少量ずつ遺物が出土した。い
ずれからの遺物につても土器は細片化し、器表は著しく荒れていることから、大半の資料について詳
細不明。
以下、柱穴ごとに遺物の構成を記す。
柱穴 59  土師器 ( 坏 ) ほか土器。
柱穴 73  土器 ( 詳細不明 )、須恵器 ( か )、陶器 ( か )。
柱穴 84  土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 153  柱痕跡：土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 188  柱痕跡：土師器。
柱穴 234  柱痕跡：鉄滓
柱穴 238  堀方：弥生土器。
柱穴 239  土器 ( 詳細不明 )、陶器 ( 壷 )。
柱穴 240  堀方：陶器 ( 壷か )。柱痕跡：弥生土器。

0 1 m
 1：40 

H 17.3 m

H 17.3 m

NW-SE NE-SW SW-NE S-N  

S-N  N-S  N-S  

M242

M153 M240 M241

M188 
M238 M84 

a b

a  掘方    団塊状の地山土。
b  柱痕跡    褐色粘質土(粗
砂混じり)。 

a

b
c
d

a  掘方上部    団塊状の地山土 ( 土壌化
部、褐色 粘質土 )。

b  掘方下部    団塊状の地山土 ( 黄褐
色 )。

c  柱痕跡上部    粒状の粘質土 (褐色 )。 
d  柱痕跡下部    塊状の粘質土 ( 黄褐
色、bと同性状 )。

a
c
b

a  掘方上部    団塊状の地山土。
b  掘方下部    a に同じ。 
c  柱痕跡    粘質土  褐色 (7.5YR 
4/3)。 底面に届いていない。
掘方埋土中に同性状の層がレ
ンズ状に分布。

a
b

a  掘方    団塊状の地山土。
b  柱痕跡    粘質土  褐色

(7.5YR4/3)。 

ab

a  掘方    地山土 ( 褐色粘土
質 )。

b 柱痕跡    粘質土 ( 褐色 )、
地山土団粒混じり。

a

b
c

a  掘方上部    地山土 。間
を褐色粘質土が埋める。

b  掘方下部    地山土団塊。 
c  柱痕跡    粘質土 ( 褐色 )。

a
b

a  掘方    地山土 ( 団粒状 )。
b  柱痕跡    褐色土、粗砂混
じり。

図18 掘立柱建物 233 柱穴土層 (1：40)
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図19 掘立柱建物 247 (1：50)

柱穴 241  須恵器 ( 壷 )。
柱穴 242  堀方：弥生土器、陶器 ( 壷か )。
いずれの遺物も細片に過ぎて図示できない。出土遺物中、陶器とするものが柱穴柱穴埋土若しくは

掘方埋土から出土した。大形器形の体部細片であり、柱穴 73出土の R515 と柱穴 153 出土の 516 が
接合する。また同様に R321( 柱穴 240) と R517( 柱穴 241)･R506( 柱穴 242) が接合する。柱穴 240
～ 242 は、建物北面の隣接する柱列である。また、接合しないが柱穴 239(R507) からも出土している。
これらはすべて同一個体と見える。この陶器は内外面平滑で、外面に暗褐色の釉の痕跡が残る。球形
の体部であったと見えるが、原形を復原できる資料が含まれていない。これと同一個体と思われる資
料が、凹地 2出土遺物に 1点含まれている (R514)。ここにあげた以外に野方平原 3次調査では同種
遺物の出土はなく、一連の柱穴から出土するといった出土状況からみて、意図的に柱穴埋土に埋め込
まれた可能性が高いものと考えられる。遺物が細片資料のみであり、分類、内容ともに詳細不明。
掘立柱建物247 (図19～21)

調査区南半部、他の掘立柱建物とは離れて G34-45 区に位置する。掘立柱建物として報告するが、北
東の隅柱を欠く。想定位置 ( 北東
隅柱 ) を周囲も含め掘り下げてみ
たが、確認できなかった。この位置
の柱を前提とするならば 2間× 2
間の総柱建物となる。柱穴は総じ
て大形で、平面形は不整な円形状、
隅円方形状を呈す。調査面、断面
の観察では、半ばの柱穴で柱痕跡
を確認した。また、底面に柱圧痕
が残る柱穴がある。縦横 0.7 ｍ台
の規模の柱穴が最も多いが、最大
規模のものでは縦横 0.8 ｍ台のも
の、小規模の柱穴では 0.6 ｍ前後
の規模までの幅がある。柱穴底面
の高度は標高16.8ｍから16.4ｍ
までの幅がある。中央の柱穴161
が最も深い。底面深さからいえば
柱穴の位置関係の中で、一定の傾
向は顕著ではないが、南西部に底
面高が高い柱穴が集まる傾向は見
ることができる。柱間隔は 1.2 ｍ
台から 1.7 ｍ台までの比較的大き
な変異がみられる。南北方向では
よく通るが、南方に収束する方向
をとる。それに比して東西方向で
は柱穴位置の振れが顕著といえる。
建物の平面規模について、東西
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図20掘立柱建物247（北から）

柱筋では、北側は想定隅柱を欠き、中央（柱穴 157- 169）で2.96m、南側（162- 195）で2.74m

となる。南北柱筋は、東側は想定隅柱を欠き、中央（158-165）で2.86m、西側（22- 162）で2.57

mとなる。各柱穴聞の距離は、図 19中に示す。柱穴掘方は、主として地山土を用い、埋めている。

上述したように、想定する隅部では柱穴を検出することがで、きなかった。本来L字状の平面形を持っ

た構造物であったのか、複数構造物の重複したものであるのかは不明確である。

掘立柱建物247柱穴出土遺物 建物を構成する各柱穴から少量ずつ遺物が出土した。いずれか

らの遺物につでも土器は細片化し、器表は著しく荒れていることから、大半の資料について詳細不明。

以下、柱穴ごとに遺物の構成を記す。

柱穴22弥生土器（聾）、石鍋。
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T」-r-一一寸 a掘方 地山土、褐色
＼竺 ＇－－－ b 7.5YR 4/3）。
＼一一一ー.／ b柱痕跡地山土。褐色

(7.5YR 2/3）土で埋め
1m る。

叫E H 17.2m 

M195六~

1 :40 

a掘方 団粒状の地山土。
b柱痕跡 粘質士、褐色（7.5YR2/3）。

図21 鋸立柱建物 247柱穴士屑 （1:40) 
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図22 掘立柱建物 264 (1：50)

柱穴 157  土師器、弥生土器。
柱穴 158  土師器、弥生土器 ( 終末期高坏か )。
柱穴 161  土器 ( 土師器 ･弥生土器 )、須恵器 ( 坏か )、鉄滓。
柱穴 165  土器 ( 土師器、弥生土器 )、剥片類。
柱穴 167  黒色土器 ( 碗 ) か。
柱穴 182  土器 ( 弥生土器ほか )。
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S-N
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S-N S-N

a
b

a  掘方    団粒状の地山土
( 土壌化部混じり)。

b  柱痕跡    粘質土、褐色
(7.5YR 4/3)。地山土団粒
混じり。

a b

a 掘方    団塊状の地山土
( 土壌化部混じり)。

b  柱痕跡    粘質土、褐色
(7.5YR 4/3)。

a

a

a

b

b b
a

b
ab

a  掘方    団塊状の地山土。
b  柱痕跡    粘質土、褐色 (7.5YR 
4/3)。

a  掘方    団粒状の地山土。
b  柱痕跡    粘質土、褐色 (7.5YR 
4/3)。

a

a

a

b

b b
a

b
ab

a  掘方    団粒状の地山
土。

b  柱痕跡    粘質土、褐
色 (7.5YR 4/3)、粒状。

a

a

a

b

b b
a

b
ab

a  掘方    団粒状の地山
土。

b  柱痕跡    粘質土、褐色
(7.5YR 4/3)、 砂質シル
ト、粗砂～細礫混じり。

a

a

a

b

b b
a

b
ab

a  掘方    団粒状の地山
土。

b  柱痕跡    粘質土、灰黄
褐色 (10YR 4/2)、 砂質
シルト、粗砂混じり。

図23 掘立柱建物 264 柱穴土層 (1：40)

遺物は、不明瞭ながら 11･12 世紀の資料までを含む。
掘立柱建物264 ( 図 22･23)  

調査区北半部、G34-46 区に位置する。掘立柱建物 233 と平行するように、東側に位置する。南妻
側の柱穴 2基が掘立柱建物 12柱穴と重複して新しい。南妻側の柱筋は、掘立柱建物 233 のそれと一
致し、かつ柱穴が重複するように掘立柱建物 12北側柱筋とも一致することになる。掘立柱建物 264
の平面規模は 2間× 3間で、桁行を南北方向にとり、この点でも掘立柱建物 233 と一致する。梁行
は南側へ狭く、台形状となる。建物の長軸は北から 17°西へ振れる。
建物を構成する柱穴は、不整な円形状、隅円長方形、楕円形状と各様である。長方形、楕円形状の

柱穴は軸が、建物柱列に沿うものが多い。柱穴の径 ･長さは 0.4 ｍ～ 0.5 ｍの規模に納まるものが大
半で、例外的に長さ 0.6 ｍ台の柱穴がある。柱穴 248 以外では調査面若しくは、断面で柱痕跡を確認
できた。柱穴 248 には底面に柱圧痕が残る。建物 233 と同様、平側では、柱穴はほぼ一直線に配列
するが、妻側では、柱筋より僅かに外方へ逸れた位置に間柱が設置されている。
建物の平面規模は、梁行が、北妻側 ( 柱穴 136 ─柱穴 119) で 4.00 ｍ、南妻側 (248 ─ 250) で 3.72

ｍ、間柱間は、236 ─ 252 で 3.86 ｍ、235 ─ 103 で 3.81 ｍを測る。また、桁行は、東平側 (119
─ 250) で 6.48 ｍ、西平側 (136 ─ 248) で 6.32 ｍ、中央の間柱間で 6.68 ｍを測る。各柱間の寸法
は図 22に示す。柱穴底面高度をみると、高低の変異が大きいが、全体として西側柱穴より東側柱穴
の底面が低い位置にある。
掘立柱建物264柱穴出土遺物  建物を構成する各柱穴から少量ずつ遺物が出土した。いずれから
の遺物につても土器は細片化し、器表は著しく荒れていることから、大半の資料について詳細不明。
以下、柱穴ごとに遺物の構成を記す。
柱穴 76  弥生土器か。
柱穴 103  堀方：土器 ( 土師器ほか、詳細不明 )、須恵器 ( ：平行叩き目 ･同心円状当て具痕 )、陶

器 ( 格子目叩き痕、内面同心円状当て具痕 )。  柱痕跡：須恵器 ( 摘付き蓋か )、鉄滓。
柱穴 119  土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 136  堀方：土器 ( 弥生土器か )。  柱痕跡：土器 ( 詳細不明 )。
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柱穴 235  堀方：土器 ( 土師器ほか )、須恵器、鉄滓。  柱
痕跡：土器、陶器 ( 壷か )、鉄滓。
柱穴 236  堀方：土師器。  柱痕跡：土師器。
柱穴 248  土器 ( 詳細不明 )。
柱穴 250  弥生土器 ( 後期壷か )、土器 ( 土師器か )。
柱穴 252  土器 ( 土師器か )。
柱穴 254  土器 ( 詳細不明 )。
8世紀代とみられる須恵器細片、土壙 106 出土陶器と同種

陶器の細片等が混じるが詳細不明。
柱列266 ( 図 24)

調査区東辺部に沿って G34-37 区に位置し、東辺部の勾配
が大きくなる斜面に等高線に沿って、南北方向に柱穴が並ん
でいる。北側は調査区外となり、南側は調査区内で終わる。4
間分の柱穴を検出した。柱穴は、掘立柱建物のそれよりも小
形で、不整な円形、楕円形状となるものがあり、柱筋が通っ
ている。柱列の延長は、7.8 ｍほどとなる。柱穴間の距離は、
図 24中に示す。柱穴の規模は径 ･長が 0.2 ｍから、0.4 ｍ台
のものまでがあるが、0.3 ｍ辺りに中心がある。5基の柱穴
のうち、3基について調査面で柱痕跡を確認した。柱穴底面
は、中央の柱穴を中心に地山地形に合わせるように、南北両
方向に向って高くなっている。
柱列266柱穴出土遺物  柱穴 179･187･260 から少量ず
つ遺物が出土した。いずれからの遺物につても、土器は細片
化し、器表は著しく荒れて、大半の資料について詳細不明で
ある。
以下、柱穴ごとに遺物の構成を記す。
柱穴 127  弥生土器か。
柱穴 179  弥生後期土器 ( )、土器 ( 詳細不明 )、鉄滓。
柱穴 187  土師器。
柱穴 260  土器 ( 詳細不明 )、須恵器 ( 碗 )。
古代の須恵器碗があるほかに、土師器とみられる土器細片
が混じる。
遺構237 ( 図 25･26)

調査区南東部でG34-35･45区に位置する。調査区東辺に近
く、東へ下る傾斜部肩に位置する。東西方向の細い溝 220 か
ら、同様の溝が南側へ直角方向に派生し、さらにそれから西
方向へ派生している。東西方向の溝を境として南側には、地
山暗褐色土に黒褐色粘質土が混じって少量の遺物を含む層が
分布し、その層下で、南へ伸びる幅広の溝状の落ち込みが検
出された ( 遺構 222)。溝 220 に落ち込むようにして弥生土
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図24 柱列 266 (1：50)
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図26 遺構237 (北から)
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図25 遺構 237 (1：50)

器が出土している。溝220と遺
物包含層の有り様は、竪穴住居
の壁溝と貼床の一部かと考えら
れるが、具体的な住居形状を復
原することができない。柱穴と
できるものも確認できなかった。
遺構237出土遺物 (図40,表5)   
遺物は各部から少量出土した。
大半は細片化した土器であり、
器表は荒れて、詳細不明である。
判別できる資料には、弥生土器
のほか、土師器、須恵器 の細
片資料が含まれる。
図 40に、溝 220 出土遺物を
示す。269は弥生土器 である。
体部下部破片で、器表は著しく
荒れて調整不明。
土壙4 ( 図 27･29)
先述したように、調査区中央
の掘立柱建物12の中心部G34-
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4641区に位置する。凹地2の覆土につながるような位置で、

2基の不整な楕円形状の土墳が重複したような状態で検出し

た。浅く開いた断面形で、東部分が西部分より一段深い。凹

地2と同様覆土は暗褐色粘質士である。東側壁面、西部底面

から大破片の土器が出土した。東側の壁面に沿うような一群

の土器は、一部肩を乗り越えて外側まで続いている。このこ

とから、土壌4は現状の肩部から更に緩く立ち上がる広いも

のであったことが想定される。また、土壌4は、掘立柱建物

12の中心に位置することから考えると、建物 12に伴う何ら

かの祭記的な意味合いを持ったものであったのかもしれない。

東西の 1.4m、南北 1.1

mの規模で、深さは東部

A 

1 :40 

図27土嫌4(1 : 40) 

分が0.3m、西部分が0.1

m程の規模で、ある。 ＼二ιノ~」ノ

百6.9m

1m 

τ~ 土壌4出土遺物（図28,

表4・5) 遺物は、上

記した様な出土状態のほ

かに覆土中からも出土し

た。総量で大ポリ袋程の

448 
〈五5 コ 主孟コ三国臨調噂’

T's 

図28土墳4出土遺物（1:1,1: 3) 

図29土墳4（北から）
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図30 土壙 96 (1：40)

分量となった。土師器碗 ･坏 ･皿、須恵器坏のほかに弥生土器の出土
があった。図 28に出土遺物を図示する。69･483 は土師器坏である。
448 は土師器碗である。体部の剥落が著しく、器厚が極端に薄くなっ
ている。口縁部を欠く。73は土師器皿である。481 は須恵器底部細
片である。坏とする。
図示したうち、69･448 が遺構東側壁、73が西部底面からの出土で
ある。9世紀代。
土壙96 ( 図 30･31)
調査区中央東に寄った G34-45 区に位置する。平面が不整な隅円方
形状で、断面低い逆台形状となる。覆土は暗褐色土で、広い底面には凹
凸があり、中央西に寄った位置で、炉壁の様な焼土塊を検出した。覆
土中に鉄滓等関連遺物の出土はなかった。長さ 0.9 ｍ、幅 0.6 ｍ、深

さ 0.1 ｍほどの規模である。
土壙96出土遺物   覆土中から散漫に少量の
遺物が出土した。土器は細片で器表は著しく荒れ
ている。須恵器蓋、土師器の体部細片のほか、弥
生土器が出土した。図示しないが須恵器蓋の年代
は 8世紀後半代か。
土壙106 ( 図 32･33)
段落ち1調査時、G34-4623区で検出した。段落

ちに接した位置で、段落ち 1との重複関係は、そ
れに属するものかということも含めて不明。平面
形は不整な円形状、断面は大きく上方に開き、逆
台形状を呈す。覆土は段落ち 1と同様、暗褐色粘図31 土壙 96 ( 東から )

質土であり、覆土によって区分することはできなかった。長さ 1.1 ｍ、
幅 1.0 ｍ、段落ち 1底面からの深さ 0.4 ｍを測る。
土壙106出土遺物 ( 図 9･44, 表 4)  覆土中から遺物が散漫に出土
した。総量で中ポリ袋程の分量となる。土器は細片化したものが殆ど
で、その器表は著しく荒れている。陶器壷で上半部器形が復原できる
資料が出土したほかは、弥生土器壷 ･鉢、分別不能の土器片、鉄製刀
子断片が出土している。図 9に出土遺物を図示する。
123は陶器壷である。体部破片 (480) と合わせて口縁から胴部上半
部までを復原できる。口唇部を欠くが、盤口壷の形態となる。肩部以
下の外面に格子目の叩き目、内面に同心円状の当て具痕が残る。斑に
厚い釉が掛かるが、肩部、口縁部内面に厚く、頸部の片側、口縁の下
面には掛かからないことから自然釉か。樹脂状光沢をもち、灰オリー
ブ色を呈す。肩部の復原径 14.5cmとなる。494 は終末期弥生土器鉢、0 1 m

 1：40 

X +62357

Y - 6
42

33

H 16.9 m

図32 土壙 106 (1：40) 493 は後期弥生土器壷か、いずれも器表荒れて詳細不明。402 は鉄
器で、折損部近くで幅を増しており、この位置を区として刀子茎部と
する。



24

0 0.5m
 1：20 

X +62361                               

Y - 64236

H 16.8 m

R311

R312

R313

図35 小穴 5 (1：20)
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図34 土壙 138 (1：40)

る。図 36 に出土遺物を示す。312･313･311 は弥生土器器台で
ある。312 は 1/4 周の破片で縦に分割した様な状態である。器
表荒れて剥落。313 は上下部の大部分を欠く。器表荒れて剥落。
311 は下部を欠く資料である。いずれも外面に刷毛目調整を行
う。312 は体部全体を絞り、器厚が大、313･311 は受部直下を
絞り、以下は裾までなだらかに開き、器厚が小という差がみられ
る。いずれも後期。484は弥生中期土器高坏か。口縁部細片資料で、
器表は全面剥落して調整の詳細不明。
小穴42 ( 図 38･39)
調査区中央部、G34-4535 区に位置する。柱穴としてよいよう
な形状、規模の遺構である。ちなみに、ここでいう「小穴」形状
の整った比較的小形の掘り込みのうち、柱穴とした以外のものに
対する呼称である。平面不整な円形で径 0.4 ｍ、深さ調査面から
0.6 ｍを測る。調査面では柱痕跡は確認できなかった。覆土は暗
褐色粘質土。

土壙138 ( 図 34)
調査区北部、G34-4654 区に位
置する。別遺構と重複して古く、半
ばを欠く。不整な長方形状となる
ものと見える。浅い皿状の状態で
遺存する。底面が被熱赤化し、覆
土は黒色、炭混じりとなる焼土壙
である。長さは 1.1 ｍ、現状の幅
0.8 ｍ、調査面からの深さ 0.1 ｍ
を測る。
土壙138出土遺物  遺物は細
片化した土器が極少量出土した。
器表著しく荒れて詳細不明、弥生
土器か。
小穴5 ( 図 35･37)
調査区北辺部、G34-4741 区に位置する。柱穴として良いよう

な形状、規模の遺構である。平面楕円形で長さ 0.5 ｍ、幅 0.3 ｍ、
深さ調査面から 0.4 ｍを測る。調査面では柱痕跡は確認していな
い。覆土は暗褐色粘質土で、粗砂が混じる。
調査面からやや掘り下げた位置で、弥生土器器台が 3点、礫と

ともに投入された状態で出土した。土器は、掘方上半部の同じ深
さに纏まっている。土器はいずれも完形のものはない。土器出土
位置からやや下がった位置からは礫が出土した。
小穴5出土遺物 ( 図 36, 表 5)  上述したように、弥生土器
器台が纏まって 3点出土した。別に壷口縁部破片が出土してい

図33 土壙106 (北から)
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図36 小穴5出土遺物 (1：3)

図37 小穴 5 ( 北から )
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図38 小穴 42 (1：20)

調査面から 0.2 ｍ掘り下げた位
置で、弥生土器小形 が出土した。
口縁部を欠くほかは、ほぼ完形の
資料で、横位の状態で埋没してい
た。内部に遺構埋土が入り込んで
いたが上部には空 が残っていた。
小穴42出土遺物 (図36･44 , 表
5)  303は弥生土器 である。
口縁の大部分を欠くほかは、全形
を残している。外面は全体の器表
が剥落しており、調整不詳。復原
する口縁部径 9.0cm、底部は僅か
に球面状となり、径 3.5cm、器高

は 11.5cmとなる。器厚は全体に極薄い。遺構からはほかに細片化
した土器片が少量出土した。細片のため詳細不明であるが、弥生土
器か。
野方平原3次調査出土遺物 (図40～43･44 , 表5～7)
これまでに報告した以外の遺構からも遺物が出土した。また、採

集、表土中出土によるものもある。これらのうち、実測できたもの
について、弥生土器ほか、土師器 ･須恵器、瓦、石器類、採取 ･表
土出土土器、玉類 ･石器類 ･金屬製品 ･土製品図の順で、図 40～
43に示し、概要を記す。また、個別の詳細を表 5～ 7に記す。
図 40上段に弥生土器ほかを示す。大部分の資料は器表が著しく
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図39 小穴 42 ( 北から )

荒れて調整の詳細は不明である。
499( 小穴 81) は、晩期縄文土器の
体部破片である。粗製土器で内外
面に条痕文が残る。判然としない
が、口縁下の屈曲部資料か。
499( 不整な落ち 86) は、陶質土
器体部細片である。外面に縄目叩
き目が残る。
ちなみに、ここでいう「不整な

落ち」は、形状不整で、意図して
掘削されたとは見えらないような
落ち込みに対する呼称である。
337( 小穴 243 は弥生土器壷で

ある。518( 不整な落ち 58) は、弥
生土器高坏口縁部細片。終末期か。
509( 土壙 255) は終末期弥生土器 の口縁部小破片。29( 不整な落ち 27) は後期弥生土器壷の体部細
片である。498(小穴170)･508( 土壙255)は後期弥生土器 口縁部細片である。500(土壙200)は後
期弥生土器 底部小破片である。底面が僅かに凸面となる。450( 小穴 243) は後期弥生土器台付き
体部下半部の破片である。台部は接合部で脱落している。488(土壙35)は弥生土器の把手部のみの資
料である。接合部で剥落したもの。496( 溝 156) は小形の手捏ね土器で、口縁部を欠く。
図 40下段に土師器 ･須恵器を図示する。
土師器については、器表が著しく荒れて調整の詳細は不明である。503( 小穴 191) は土師器碗底部。

高台から体部が立ち上がる。細片化した体部破片があるが、接合しない。9世紀前半期か。
502( 柱穴 190) は須恵器蓋細片である。口縁部外面に凹線が残る。焼け歪みが著しい。485( 小穴

18)は須恵器蓋の細片資料である。赤焼きで、屈曲部上辺部に回転箆削り調整。古墳時代後期。487(柱
穴 32) は須恵器碗口縁部細片資料である。486( 小穴 31) は須恵器とするが、酸化炎焼成によっており、
軟質。器形も須恵器の範疇には当てはまらない。土師器の器形とも異なり、底部縁に沿って低い高台
を形成している。胎土は緻密。器形は碗か。62( 柱穴 55) は須恵器坏底部破片である。495( 不整な落
ち 131) は土師器碗である。492( 樹根痕 98) 須恵器で、把手部の資料である。上部が体部との接合部、
下部は折損している。
図 41上段に瓦 ･陶磁器を図示する。
135( 小穴 118) は平瓦である。同一個体と見える 2点が出土したが、接合しない。須恵質、堅緻。
501( 小穴 185) 李朝青磁輪花碗か、外面に 2条縦方向の凹線を刻む。口縁部細片資料。504( 小穴

217) 明染付碗か、口縁部細片資料である。図 41下段に石器類を図示する。
40･41･42 は不整な落ち 37から出土した。不整な落ち 37は、一片が 0.4 ｍほどの浅い皿状の落ち

込みで、上記 3点はその底部から出土した。37は、三角形で厚板状の石材の両面に、加撃による浅
い凹面が形成されている。側面に人為的な変更は観察できなかった。凹石とする。41は、玄武岩円礫
の一端に衝撃による剥離が認められた。敲石とする。42は、偏平な砂岩亜円礫の側縁に部分的な打ち
潰し状痕が残る。敲石とする。
31･30 は、不整な落ち 27から出土した。不整な落ち 27は、G34-4514 区に位置し、2基の小穴が
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図40 出土遺物 (1) 1：3
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図41 出土遺物 (2) 1：2,1：3

重複したような形状をして浅い。長さは 0.6 ｍ
程である。30･31はその各部の底面から出土し
た。31は偏平な円礫を用い、側縁部に敲打痕が
集中分布し、剥離面を生じている。敲石とする。
30は細長い長方形の板状で、表裏面に砥面を形
成する砥石である
170( 撹乱 154) は長方形板状の砥石。側面は

切断整形している。近現代のものか。
図 42に採集、表土出土遺物を図示する。
10は、G31-46 区遺構確認時出土の緑釉陶器。

出土時ガラス状光沢をもつ薄い釉が残っていた
が、洗浄時に剥落し殆ど残っていない。
須恵器 511･445･512･446 は採集資料で、

511 は蓋、低い宝珠形摘みがつく。445 は高台
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図42 出土遺物 (3)  1：3
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図43 出土遺物 (4) 1：1,1：2

坏。512 は須恵器碗口縁部細片。446 は、 口縁部小破片である。510 は G34-47 区出土須恵器蓋で
ある。
513 は南東部表土出土の土師器 口縁部細片である。2は表土出土の土師質平瓦細片である。
図 43に玉類、石器類、金屬製品、土製品を図示する。
11( 柱穴 6) は、ガラス製小玉である。つよい緑みの青色を呈す。
220( 小穴 201) は石製勾玉。溶結凝灰岩製か、風化したような灰白色を呈す。
3(G34-45 区 ) は、石鏃である。
466( 小穴 141) は石核である。亜角礫の原材の礫面を打面としている。
9( 小穴 3) は、薄い板状の金銅製の製品残欠である。形状を復原できない。225( 小穴 206) は、土

錘である。両端を欠く。
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図44 出土遺物 (5)
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3 おわりに
野方 3次調査は、野方平原遺跡で実施した最初の本発掘調査である。
野方平原遺跡は、早良平野の西縁丘陵末端に発達する中位段丘上に立地し、古代官道が推定される

峠道を見下ろす地点に位置している。野方平原3次調査地は東方へ突出する段丘面が成す緩斜面の中
程に当り、北側を西へ深く入る谷に沿った段丘崖近くに位置する。この段丘面は全体にわたり段状の
改変を加えられており、そのことが遺跡の保存にも影響を与えている。今回調査区でも確認したよう
に、旧表土部は残らず、加えて段状の切り下げにより、その裾に近い区域の遺構は削平により消滅し
たものと思われる。今回調査は、そのような経緯の結果として、遺構の遺存する範囲 361㎡の調査と
なった。
調査により検出した遺構は、柱穴を主としたもので、各遺構から少量の遺物が出土した。以下、年

代順に記す。
縄文時代の遺物が痕跡程度出土した。晩期の土器がある。
弥生時代の遺物は中期土器から認められるが、その時期とできる遺構はない。後期土器については、

出土量が増える。土器を埋置したような柱穴もしくは小穴が点在する (M5･42･243 ほか ) が、少数で
ある。柱穴から構造物を復原することはできなかった。遺構237では、竪穴住居壁溝状の遺構 (M220)
に落ち込んだような状態で後期弥生土器が出土しており、溝状部分 222 を別にして、これが弥生時代
の遺構である可能性もある。
古墳時代遺物の出土は痕跡程度であった。後期遺物が出土したが、遺構は確認できなかった。
奈良時代遺物は少量出土したが、遺構は確認できなかった。
平安時代とできる遺物一括資料も含んで出土した。土壙4のほか掘立柱建物12･233･264及び掘立

柱建物とした 247 も、この時期の遺構と考えられる。
掘立柱建物 12は 2間× 2間の構成である。その柱穴柱痕跡出土の石鍋を柱痕跡の空 に落下した
ものと解釈すると、建物中央に位置して建物に伴う可能性が濃い土壙 4から投棄状態で出土した土師
器の年代から、建物には 9世紀代をの年代を採ることができる。平行して建つ掘立柱建物 233と 264
は、2間× 3間構造で南北棟の建物である。この 2棟は南妻側の柱筋が通る位置にある。それはまた、
建物 12の北辺柱筋と一致し、前者 2棟の南妻側の柱穴各 2基が、後者の北辺柱穴のうちの 2基と対
応するような配置にあって重複し、建物 12より前 2者が新しい。
掘立柱建物233を構成する10基の柱穴のうち、6基から同一個体とみられる陶器体部破片が各1点

出土した。このなかに 2組の接合資料がある。1組は、西平側の連続する 3基の柱穴から出土したも
のである。掘立柱建物 233 からの陶器出土状況は、明らかに意図的であり、出土部位の明らかな 2点
がいずれも柱穴掘方埋土中からというとからして、建物建築に際して埋置されたものと判断すること
ができる。この陶器と同一個体と見られる資料が凹地 2から 1点出土し、凹地 2から段落ち 1を埋め
る包含層 ( 整地層か ) も、建物 233 と時期的な関連を持っていた可能性がある。掘立柱建物 233･264
の時期について、出土遺物では明確にできないが、柱筋の重複等、建物 12の規格を踏んで建築でき
るだけの時間幅の範囲にあったものと考えられる。建物 233 と建物 264 とは、同一構成で、平行し
た位置にあることから、同時に存在した可能性がある。掘立柱建物とする 247 は、上記 3棟とは離れ
て、柱筋も別にする。出土遺物から 11～ 12世紀以降が考えられる。
中世後期遺物は痕跡程度の出土があった。
時期を明らかにできないが、金銅製装飾部材断片と見られる資料が出土した。
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遺構･遺物構成表(1) 表 1 
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表 2 遺構･遺物構成表(1)
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報告遺物観察表について
本表は、今回報告遺物の個々について記述する。

( 表 4～ 7)
遺物は、報告掲載図毎に、遺物番号順に掲載した。項目

は以下の通りである。
1)  図  報告図番号
2)  遺物番号  登録遺物番号とする。
3)  遺物記述  表の分量が限定されたので、記述項
目を別項目とせず、以下の項目について、順に記
述した。項目は、｢〔  〕｣ で示した。
a．分類  種別、器種、細分の順に表記。
b．時期
c．出土位置  調査区、遺構、出土層、出土区画
( 先述した調査区画 )
d．材質 (胎土 ･焼成 )  胎土は断面観察を行っ
た。焼成については遺存環境に依ることが大きい
ため、特別な例以外は記述していない。色調は必
要に応じて断面も記述した。石器類等は素材につ
いても記述した。
e．成形 ･調整  製作技術上の観察を記した。
f．特記  項目立てした以外の事項について記
した。
g．遺存状況  遺存する分量、部位のほか、器
表の状態について記した。続けて、計測を行った
ものについては、その計測部位と精度、計測値を
記した。

別に、遺物番号順の図索引を付した ( 表 8)。

遺構･遺物構成表(2) 表 3 
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表 4 報告遺物観察表(1)
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報告遺物観察表(2) 表 5
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表 6 報告遺物観察表(3)
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報告遺物観察表(4) 表 7

2 42
3 43
9 43
10 42
11 43
29 40
30 41
31 41
40 41
41 41

  42 41
  62 40
  69 28
  73 28
123   9
135 41
170 41
220 43
225 43
269 40

303 40
311 36
312 36
313 36
337 40
401   9
402   9
445 42
446 42
447   9

448 28
450 40
456   9
457   9
466 43
470   9
472 12
477   9
478   9
479   9

480   9
481 28
483 28
484 36
485 40
486 40
487 40
488 40
489 12
490 40

492 40
493   9
494   9
495 40
496 40
498 40
499 40
500 40
501 41
502 40

503 40
504 41
508 40
509 40
510 42
511 42
512 42
513 42
518 40
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弥生時代･古代 掘立柱建物

主な時代 主な遺構

発掘期間 発掘面積
　　㎡ 発掘原因

報　告　書　抄　録

弥生土器、須恵器、
土師器、緑釉陶器、
金銅製品、石鍋

西区野方六丁目

福岡県福岡市

にしく    のかた   ろくちょうめ

ふりがな
所在地

コード
北緯 東経

のかたひらばるいせき 2
野方平原遺跡 2

野方平原遺跡第3次調査報告

福岡市埋蔵文化財調査報告書

2017年3月27日

ふくおかけんふくおかし

特記事項

1313

杉山富雄

福岡市教育委員会

〒810-8621 福岡県福岡市中央区天神一丁目8番1号 TEL 092-711-4667

種別

野方平原遺跡 集落
散布地

要　約

主な遺物

130°18′29″ ～ 361 記録保存調査
(第 3次) 20151020

所収遺跡名

遺跡番号

のかたひらばる 20150902
野方平原 40130 386 33°33′37″

編著者名

編集機関

所 在 地

発行年月日

ふりがな
所収遺跡名 市町村

遺跡は、早良平野の北西縁部、東へ延びる樹枝状の丘陵先端部に残る段丘上に立地する。調査
地は、それの南端部に近い部位の中央に位置する。調査区は、3段の段状に残る現状地形のうち、
中央の段に位置し、東へ緩く傾斜する平坦面となっていた。
遺構は、調査区の中央を中心に分布する柱穴が主なものである。調査区東辺に沿い、段落ちの痕
跡と見える遺物包含層が薄く残る。柱穴の多くは地山土で埋め、明瞭に柱痕跡を残すものが多い。
大形柱穴で2間×2間の古代の、2間×3間で2棟古代以降の掘立柱建物をそれぞれ復原できる｡
他にも大小の堀方の柱穴、深い柱穴が分布するが、弥生時代、古代のものが混在した状態となって
おり、建物等の復原には至らなかった。弥生時代の遺構では、溝と貼床状の土層で構成された遺構
があり、竪穴住居であった可能性がある。
遺物は、遺構から小量ずつ出土したほかに、包含層からの出土があった。 

ふりがな

書 名

副 書 名

シリーズ名

シリーズ番号


